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はじめに
， 。国立国語研究所は昭和 年に設置され 平成 年 月に独立行政法人制度に移行した23 13 4




本書はここに規定された報告書として，研究所の中期計画第 年次即ち平成 年度に3 15
おける事業の実績についてまとめたものである。
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について 例えば 外来語に増加に関連する問題等を取り上げて 大規模かつ継続的な調査を 意， ， ， 「
識調査（言葉に関する国民の意識を様々な側面から探る調査 」と「実態調査（日本語の実際の）




















































































































































































15年11月まで) 相澤正夫 杉戸清樹 熊谷康雄 吉岡泰夫 米田正人








































































































































， ，今回の国際シンポジウム開催には 協賛3団体(読売新聞社 大修館書店 明治書院)
後援10団体(朝日新聞社 共同通信社 日本経済新聞社 毎日新聞社 日本放送協会








































































































研究員：杉戸清樹 熊谷康雄 柳沢好昭 森本祥子 植木正裕
○整備状況
「 」 。平成 年度に全体の運用を開始した 日本語情報資料館 システムの中間的な評価を行った14
運用管理面，利用面より検討し，システムのセキュリティー，ユーザインターフェース，コン






















「『 』 」 ， ，(１) 外来語 言い換え提案 については 文化庁から各省庁に働きかけてもらうほか
提案に関係した委員による説明の場を設けるなどして，理解を深める方法もあるのでは
ないか。









































































































































管理ハンドブック（オーム社 」の調査による同程度施設の に対し，本研究） 1,274,000kwh















研究員：相澤正夫 山崎誠 笹原宏之 柏野和佳子 小沼悦
非常勤研究員：飯間浩明








記号を除く延べ約102万語の付加情報(読み 表記 見出し語形 語種 品詞)の整備
を進めている。未確定部分の情報を埋めると同時に，以下の3つの作業を行った。①数
詞(延べ16万語)については，語形の確認と統一を行った。②固有名詞(人名・地名延べ




































































































































































































































































Chikako Toma & James Wertsch "The multiple agendas of intersubjectivity in children's group(４)
Social and cognitive development in thetext writing activity." C.Raeff & J.B.Benson (Eds.)
年context of individual, social and cultural processes. (pp.131-146) ,London: Routledge. ,2003
【広報紙等】

















「 」「 」「 」「 」(１) 當眞千賀子 導かれた参加 社会・文化・歴史的アプローチ 媒介手段 談話分析
「発達の最近接領域 「生涯発達 「ダイナミックシステムズアプローチ」(『発達』領域の」 」
- 28 -




























































(１) 大西拓一郎 「書評 井上史雄著『東北方言の変遷―庄内方言歴史言語学的貢献― ，』
『音声研究』7-2，p.133-136，(2003.08)
(２) 大西拓一郎 「方言における「コソ～已然形」係り結び 『国語学』54-4，p.31-43，」，
(2003.10)
(３) 三井はるみ 「極限のとりたての地理的変異 『日本語のとりたて』(くろしお出版)，」，
p.123-142，(2003.11)
「 」，『 』 ，(４) 吉田雅子 新井小枝子 都道府県別方言概説 標準語引き日本方言辞典 (小学館)
p.1371-1467，(2004.01)
「 」，『 』 ， ，(５) 吉田雅子 新井小枝子 用語解説 標準語引き日本方言辞典 (小学館) p.I-VII
(2004.01)




ONISHI Takuichiro Proto-Japanese and the question of dialects 16th INTERNATIONAL(１) ， ，
(第16回国際歴史言語学会 コペンハーゲCONFERENCE on HISTORICAL LINGUISTICS
ン大学)，(2003.08)
【広報紙等】
(１) 三井はるみ 「問17 『新「ことば」シリーズ17：ことばの「正しさ」とは何か』(国」，
立印刷局)，(2004.03)
(２) 大西拓一郎 「方言の東西境界と富山 『国立国語研究所第17回「ことば」フォーラ」，
ム 配付資料 ，p.1-8，(2003.11)』
(３) 三井はるみ 「ことばの地域差―方言の現在― ，野田市市民セミナー「ことばの魅力」
再発見！ ，千葉県野田市南部梅郷公民館，(2003.12)」
【マスコミ関係】
(１) 大西拓一郎 「日本の方言紀行 ，NHKラジオ第2放送『はなす きく よむ ，テキス」 』
トp.130-135，(2003.11放送)
(２) 大西拓一郎 「撥音ではじまる語がある方言について解説 ，フジテレビ『めざましテ」
レビ ，(2003.11放映)』
(３) 大西拓一郎 三井はるみ 吉田雅子 TBSドラマ『砂の器 ，方言に関わる企画への助言』
及びロケへの協力(2004.02放映)
【執筆協力】
(１) 大西拓一郎 『近畿の方言 調べてみよう暮らしのことば』(ゆまに書房)，(2003.11)
(２) 大西拓一郎 『標準語引き日本方言辞典』(小学館)，(2004.01)
(３) 三井はるみ 『関東の方言 調べてみよう暮らしのことば』(ゆまに書房)，(2004.02)


























研究員：前川喜久雄 小磯花絵 小椋秀樹 山口昌也
特別奨励研究員：籠宮隆之 西川賢哉 斎藤美紀 塚原渉 藤本雅子
非常勤研究員：宮島達夫(京都橘女子大学) 河原達也(京都大学) 菊池英明(早稲田大学)
田中英輝 丸山岳彦(以上，ATR音声言語コミュニケーション研究所)
米山聖子(大東文化大学) 伝康晴(千葉大学) 槙洋一 山住賢司
間淵洋子(以上，東京都立大学大学院) 他5名













































(１) 菊池英明 前川喜久雄 五十嵐陽介 米山聖子 藤本雅子「日本語話し言葉コーパスの
音声ラベリング」音声研究, 7 (3), pp.16-26, 2003:12.
Spontaneous Speech: Data(２) K. Maekawa. "Outline of the Corpus of Spontaneous Japanese."
,and Analysis (Proceedings of the 1st Session of the 10th NIJL International Symposium)
pp. 87-108, , 2004:3.国立国語研究所
H. Kikuchi and K. Maekawa. "Segmental and Prosodic Labeling of the Corpus of Spontaneous(３)
Spontaneous Speech: Data and Analysis (Proceedings of the 1st Session of the 10thJapanese."
, pp. 109-122, , 2004:3.NIJL International Symposium) 国立国語研究所
【学会予稿集論文】
Proc. ISCA &(１) K. Maekawa. "Corpus of Spontaneous Japanese: Its Design and Evaluation."
, pp. 7-12,IEEE Workshop on Spontaneous Speech Processing and Recognition (SSPR2003)
《招待講演》Tokyo, 2003:4.
H. Kikuchi and K. Maekawa. "Evaluation of the effectiveness of 'X-JToBI': A new prosodic(２)
Proc. 15th International Congress of Phoneticlabeling scheme for spontaneous Japanese speech."
, pp.579-582, Barcelona, 2003:8.Sciences (ICPhS 2003)
- 33 -
K. Maekawa, H. Koiso, H. Kikuchi and K. Yoneyama. "Use of a large-scale spontaneous(３)
Proc. 15th International Congress of Phoneticspeech corpus in the study of linguistic variation."
, pp. 643-646, Barcelona, 2003:8.Sciences (ICPhS 2003)
Y. Minagawa, T. Kagomiya and K. Maekawa. "Durational variations of Japanese long/short(４)
Proc. 15thvowels in different speaking rates: analysis of a spontaneous speech corpus."
, pp.2127-2130, Barcelona, 2003:8.International Congress of Phonetic Sciences (ICPhS 2003)
M. Fujimoto and K. Maekawa. "Variation of phonation types due to paralinguistic information:(５)
Proc. 15th International Congress of Phonetic SciencesAn analysis of high-speed video images."
, pp. 2401-2404, Barcelona, 2003:8.(ICPhS 2003)
「 」(６) 籠宮隆之 山住賢司 槙洋一 前川喜久雄 講演音声評定尺度を用いた音声評定の分析
日本音響学会2003年秋季研究発表会講演論文集, pp. 369-370, 2003:9.
(７) 山住賢司 籠宮隆之 槙洋一 前川喜久雄「講演音声の特徴を捉える評価尺度の構築」
日本音響学会2003年秋季研究発表会講演論文集, pp.371-372, 2003:9.
(８) 籠宮隆之 山住賢司 槙洋一 前川喜久雄「講演音声に対する評定尺度の作成」第17回
日本音声学会全国大会予稿集, pp. 135-140, 2003:9.
(９) 前川喜久雄他「言語心理学の新展開：大規模データベースの構築と利用」日本心理学会
第67回大会発表論文集, S34, 2003:9. 《招待講演》
K. Maekawa. "Japanese Spontaneous Speech Corpus and its Application to the Study of(１０)
Linguistic Variation." , Taipei, 2003:10Lecture at the Institute of Linguistics, Academia Sinica
《招待講演》
(１１) 前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』の韻律アノテーション 「韻律に注目した『 」
音声言語情報処理の高度化」第2回全体会議(成果発表会)予稿集, pp.1-4, 2004:1. 《招
待講演》
(１２) 前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』公開版の仕様：特に印象評定と韻律ラベル『
について」第3回話し言葉の科学と工学ワークショップ, pp. 7-14, 2004:2.
(１３) 菊池英明 塚原渉 前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』(CSJ)の整合性検証」第『
3回話し言葉の科学と工学ワークショップ, pp. 21-26, 2004:2.
(１４) 塚原渉 菊池英明 前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』(CSJ)のXML検索環境」『
第3回話し言葉の科学と工学ワークショップ, pp. 27-32, 2004:2.
(１５) 籠宮隆之 山住賢司 槙洋一 前川喜久雄「講演音声の印象を評定する尺度とその分
析」第3回話し言葉の科学と工学ワークショップ, pp. 47-54, 2004:2.
(１６) 藤本雅子 籠宮隆之「話し言葉における語の促音化―『日本語話し言葉コーパス』の
分析―」第3回話し言葉の科学と工学ワークショップ, pp. 55-60, 2004:2.
(１７) 河原達也「 日本語話し言葉コーパス』を用いた音声認識の進展」第3回話し言葉の科『
学と工学ワークショップ, pp. 61-66, 2004:2.
(１８) 篠崎隆宏 古井貞煕「超並列デコーダによる話し言葉音声認識」第3回話し言葉の科
学と工学ワークショップ, pp. 67-72, 2004:2.
K. Maekawa, H. Kikuchi and W. Tsukahara. "Corpus of Spontaneous Japanese: Design,(１９)
Proc. International Symposium on Large-scale KnowledgeAnnotation and XML Representation."




公開研究発表会, pp. 1-8, 2003:12.
(２) 菊池英明「XMLを利用した『日本語話し言葉コーパス』の検証と検索」平成15年度 国
立国語研究所公開研究発表会, pp. 15-20, 2003:12.
(３) 小磯花絵 間淵洋子 西川賢哉 斎藤美紀 前川喜久雄「 日本語話し言葉コーパス』『
の書き起こしの仕様について」平成15年度国立国語研究所公開研究発表会, pp. 27-28,
2003:12.
「『 』(４) 菊池英明 五十嵐陽介 米山聖子 藤本雅子 前川喜久雄 日本語話し言葉コーパス
の音声ラベリングについて」平成15年度国立国語研究所公開研究発表会, pp. 31-32,2003
:12.
(５) 籠宮隆之 山住賢司 槙洋一 前川喜久雄「講演音声に対する印象評定尺度の作成と分
析」平成15年度国立国語研究所公開研究発表会, pp. 39-40, 2003:12.




































































































































































































研究員：杉戸清樹 石井恵理子 柳澤好昭 井上優 金田智子 植木正裕 宇佐美洋 小
































， 。 ，ア 5回の短期研修会ごとに 参加者に対してアンケートを実施した 回収した回答を基に
参加者履歴をデータ化するとともに，現職者の研修について，取り上げるテーマ，研修形
式などに関する需要や期待の抽出，また研修会に参加する層の傾向(年齢，性別，教育機



















































， 。（ ，(３) 現職者研修をテーマとした研究集会で長期研修について 以下の発表を行った 金田
小河原担当）













































ア 量的調査 大学 日本語学校 地域日本語教室















全国を9ブロック(北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州・沖縄
東京)に分け，各ブロックから以下の基準で調査依頼先を抽出した(ブロックによっ
ては該当の大学がない場合もある)。
国公立大学 留学生センター あり 1
なし 1





回収状況 機関 送付 46 回収 40
学習者 送付 4531 回収 2032








回収状況 機関 送付 42 回収 42
学習者 送付 4238 回収 3363
教師 送付 716 回収 584 (3月末時点)
(ウ) 地域日本語教室等
各県1団体，ただし日本語教育を実施している団体数の多い以下の5都府県につい







































研究員：杉戸清樹 石井恵理子 柳澤好昭 小河原義朗 金田智子 菅井英明 杉本明子
椙本総子 福永由佳
事務補佐員：笠井淳子 舘野有希枝
非常勤研究員氏名：岡部真理子 黒野敦子 下平菜穂 富谷玲子
協力者(国内)： 言語テスト調査】桜井隆(明海大学) Randy Thrasher(沖縄キリスト教短【
期大学)
協力者(海外)： 学習手段海外調査】佐藤純(タイ 商工会議所大学) タナサーンセーニ【
ー・社浦美香 タイ アサンプション大学 李徳奉 韓国 同徳女子大学)( ) (
姜錫佑(韓国 カソリック大学) スペンスブラウン・ロビン(オーストラ
リア モナシュ大学)デクレッツァー・アン(オーストラリア メルボルン
日本語教育センター) 工藤節子(台湾 東海大学) 藤井彰二(台湾 財団
法人交流協会) 阿久津智(マレーシア 日本マレーシア高等教育大学連合




chnic University) 李明姫(新羅大学) 鄭希英(長安 第一高等学校)
協力団体：国際交流基金 韓国日本学会 韓国日本語文学会 大韓日語日文学会 ソウル
中等日本語教育研究会 京畿道中東日本語教育研究会 全南中等日本語教育研





















































































































































































































































調査方法 個別面接法，調査時期 10月，実査会社 (社)新情報センター
(２) 発信者調査(自治体を対象とする情報の発信者側の意識調査)
対象自治体 680市区町村，対象者 自治体首長 680人，広報紙責任者 680人，
ホームページ責任者 680人，一般職員 22,440人(各自治体33人×680)，

























































(１) 行政外来語の実態と問題点 (田中 桐生 茂木 山口) 社会言語科学会(2004年3月)「 」 ，
(２) 「語種との関係に基づいた新聞記事における語彙の時間的変化分析」(山口 茂木 桐
生 田中)，社会言語科学会(2004年3月)















































委 員 長：甲斐 睦朗 (国立国語研究所長)
副委員長：水谷 修 (名古屋外国語大学長)
副委員長：中西 進 (京都市立芸術大学長)


































① 第 7回委員会(平成15年 4月11日)
② 第 8回委員会(平成15年 5月23日)





















































・ 第 1回「どうして外来語を言い換えるのですか 『文化庁月報』415，2003年4月」
・ 第 2回「初期の外来語辞典のこと 『文化庁月報』416，2003年5月」
・ 第 3回「特色をもった外来語辞典にどういうものがありますか 『文化庁月報』417，2003」
年6月
・ 第 4回「和製英語はどうして問題なのですか 『文化庁月報』419，2003年8月」
・ 第 5回「新語による言い換えはむずかしいのですか 『文化庁月報』420，2003年9月」
・ 第 6回「どういう外来語を言い換えるのですか 『文化庁月報』421，2003年10月」
・ 第 7回「言い換えから除外するのはどういう言葉ですか 『文化庁月報』422，2003年11月」
・ 第 8回「定着している外来語はどのように使ってもよいのですか 『文化庁月報』423，」
2003年12月





(１) 甲斐睦朗「外来語を言い換える試み 『社会保険』54-5， (財団法人全国社会保険協会」
連合会)，(2003.5)




(４) 甲斐睦朗「外来語をわかりやすい言葉に 『月刊ウェンディ』174 ，(ウェンディ企画株」
式会社)，(2003.11)





(７) 相澤正夫「カタカナ語とどう付き合うか ―相手とTPOをわきまえて使おう― 『社内広」
報情報源』891，(日本経団連社内広報センター)，(2003.11)




(１０) 田中牧郎「 外来語」言い換え提案』について 『日本語学』22-8，(明治書院)，『「 」
(2003.7)















































































研究員：相澤正夫 横山詔一 笹原宏之 米田純子
非常勤研究員：エリク・ロング 飯間浩明











































































































番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
１ 委員長 樺島 忠夫 大阪府立大学名誉教授
２ 委 員 阿辻 哲次 京都大学教授
３ 委 員 石崎 俊 慶応義塾大学教授
４ 委 員 植村 八潮 社団法人日本書籍出版協会
５ 委 員 岡崎 義則 社団法人日本新聞協会
６ 委 員 小町 祐史 松下電送システム株式会社
７ 委 員 柴田 実 放送文化研究所NHK
８ 委 員 樋口 和雄 社団法人電子情報技術産業協会
９ 委 員 東田 正信 日本電信電話株式会社
１０ 委 員 加治佐俊一 マイクロソフトプロダクトディベロップメント
１１ 委 員 金武 伸弥 社団法人日本新聞協会
１２ 委 員 韮沢 弘志 独立行政法人国立国語研究所理事
１３ 委 員 三田 真弓 社団法人情報処理学会規格部門マネージャー
１４ 委 員 若井 博雄 財団法人日本規格協会理事
１５ ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ－ 辻 義信 経済産業省産業技術環境局標準課長
１６ 事務局 八田 勲 財団法人日本規格協会標準部長
１７ 事務局 和田野 晋 財団法人日本規格協会標準調査課
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２ 運営委員会 委員名簿
番号 区 分 氏 名 勤 務 先 及 び 役 職 名
１ 委員長 石崎 俊 社団法人情報処理学会情報規格調査会副会長
２ 委 員 韮沢 弘志 独立行政法人国立国語研究所理事
３ 委 員 若井 博雄 財団法人日本規格協会理事
４ ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ－ 辻 義信 経済産業省産業技術環境局標準課長
５ 事務局 八田 勲 財団法人日本規格協会標準部長
６ 事務局 和田野 晋 財団法人日本規格協会標準調査課
３ 文字対応ＷＧ 委員名簿
番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
１ 主 査 樺島 忠夫 大阪府立大学 名誉教授
２ 委 員 阿辻 哲次 京都大学総合人間学部 教授
３ 委 員 輿水 優 日本大学文理学部 教授
４ 委 員 小林 一仁 桜美林大学文学部 教授
５ 委 員 前田 富祺 神戸女子大学文学部 教授
６ 委 員 横山 詔一 独 国立国語研究所情報資料部門第２領域領域長( )
７ 委 員 笹原 宏之 独 国立国語研究所研究開発部門第１領域主任研究員( )
８ ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 八田 勲 財 日本規格協会標準部長( )
９ 事務局 田島 正幸 独 国立国語研究所総務課長( )
１０ 事務局 和田野 晋 財 日本規格協会標準調査課( )
４ 文字情報データベースＷＧ 委員名簿
番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
１ 主 査 石崎 俊 慶應義塾大学環境情報学部教授
２ 委 員 笹原 宏之 独 国立国語研究所研究開発部門第１領域主任研究員( )
３ 委 員 ロング エリク 独 国立国語研究所情報資料部門第２領域研究員( )
４ 委 員 石岡 俊明 リョ－ビイマジクス株式会社
５ 委 員 古家 時雄 特定非営利活動法人文字鏡ネット理事
６ 委 員 黒田信二郎 株式会社紀伊国屋書店出版部部長
７ 委 員 伊藤 英俊 NECシステムテクノロジー株式会社
８ 委 員 三田 真弓 社 情報処理学会文字情報データベース開発室長( )
９ 委 員 澤田照一郎 社 情報処理学会文字情報データベース開発室員( )
１０ 委 員 木村 敏子 社 情報処理学会文字情報データベース開発室員( )
１１ ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 八田 勲 財 日本規格協会標準部長( )
１２ 事務局 加藤 良子 社 情報処理学会( )
１３ 事務局 和田野 晋 財 日本規格協会標準調査課( )
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５．文字グリフＷＧ 委員名簿
番号 区 分 氏 名 勤務先及び役職名
１ 主 査 荒木 孝治 株 日立製作所( )
２ 委 員 飯塚 晧 株 リコー( )
３ 委 員 石岡 俊明 リョウビイマジクス株式会社
４ 委 員 黒須 勝博 キヤノン・エヌ・テー・シー株式会社
５ 委 員 櫻井 敏行 日本電気株式会社
６ 委 員 高橋 仁一 大日本印刷株式会社
７ 委 員 長野 恵子 日本アイービーエム株式会社
８ 委 員 長村 玄 株式会社ドキュメント・エンジニアリング研究所
９ 委 員 野島 伸一 富士通株式会社
１０ 委 員 山本 太郎 アドビシステムズ株式会社
１１ 委 員 八田 勲 財 日本規格協会標準部長( )
１２ 委 員 橋本 進 財 日本規格協会標準調査課長( )
１３ 事務局 和田野 晋 財 日本規格協会標準調査課( )












11月まで近藤二郎) 相澤正夫 吉岡泰夫 杉戸清樹 熊谷康雄 米田
正人 山崎誠 前川喜久雄 石井恵理子 柳澤好昭 伊藤雅光 横山詔
一
第11回国際シンポジウムの企画運営
講演・コメント 所長：甲斐睦朗 研究員：相澤正夫 田中牧郎 山崎誠
外部招へい者10名(後掲)















































































































第1日 第2日 第3日 計
























後援：朝日新聞社 共同通信社 日本経済新聞社 毎日新聞社 日本放送協会 社会言語


















































そう思う 60% ある程度そう思う 37% ； 小計 97%
面白く，楽しかったか。
そう思う 53% ある程度そう思う 43% ； 小計 96%
外来語・借用語に関して知見が深まったと思うか。
そう思う 65% ある程度そう思う 32% ； 小計 97％
内容は理解しやすかったか。






























































10:00～10:10 あいさつ 甲斐 睦朗(国立国語研究所長)
10:10～10:50 講演1 前川 喜久雄(国立国語研究所)
『日本語話し言葉コーパス』の設計と実装
10:50～11:30 講演2 井佐原 均(通信総合研究所)
『日本語話し言葉コーパス』への情報付与
－自然言語処理の立場から－
11:30～12:10 講演3 菊池 英明(早稲田大学 国立国語研究所)
XMLを利用した『日本語話し言葉コーパス』の検証と検索
12:10～14:40 デモンストレーション ポスター発表 (昼食時間を兼ねる)＊ ＊＊

















































ト(93人分回収)においても，96％(89人)の人から「役に立った 「有意義だった 「おもしろか」 」
った 「わかりやすかった」という回答を得た。内容的に専門家向けであったため 「むずかし」 ，







































Learning simple and complex rules: Acquisition of Japanese「
」location particles and conjectural auxiliaries
ウェイ・諸石 万里子












































研究員：井上優 宇佐美洋 熊谷智子 菅井英明 椙本総子
















































































































研究員：熊谷康雄 伊藤雅光 新野直哉 池田理恵子 齋藤達哉 辻野都喜江
研究補佐員：竹部歩美
































































「ことば」フォーラム部会：横山詔一(部会長) 山田貞雄 尾崎喜光 小河原義朗
塚田実知代 鈴木美都代(10月まで) 田島正幸
事務補佐員：宮崎ユカ
協力者：東京都北区教育委員会 東京都板橋区教育委員会 広島県教育委員会 広島市教
育委員会 広島国際大学言語コミュニケーション学科 富山市教育委員会 富山
市立図書館 富山大学人文学部中井研究室 北日本新聞社 北日本放送 日本書































































































































新「ことば」シリーズ部会：宇佐美洋(部会長) 礒部よし子 熊谷智子 三井はるみ
田島正幸
執筆者・座談会出席者(上記部会員との重複を除く)：甲斐睦朗 韮澤弘志 相澤正夫
杉戸清樹 池田理恵子 石井恵理子 山崎誠 井上文子 井上優
井上義勝 小河原義朗 小椋秀樹 尾崎喜光 柏野和佳子 金田
智子 笹原宏之 椙本総子 當眞千賀子 山口昌也 山田貞雄













・ 解説(5編) ｢ことばの「正しさ」とは何か｣(宇佐美洋) 「地域差・世代差・ことばの正し，


















































































































， ， 「 」 「 」また 本ビデオ作品は 平成14年度の新 ことば シリーズ16 ことばの地域差―方言は今―
(国立印刷局刊行)の内容とつながりを持たせている。付属の解説書により，関連箇所が参照でき










































































































『日本語ブックレット2002』については 『国語年鑑』から抽出した「日本語本目録 「一般向， 」








































































研究員：熊谷康雄 伊藤雅光 池田理恵子 辻野都喜江
○編集刊行状況
(１) 2003年分として約3,000件を収集し，基礎情報の入力及び検索情報の付加を行った。



























































































































研究員：熊谷康雄 井上文子 森本祥子 礒部よし子 小高京子























(４) 方言談話資料CD及びCD-ROMを作成し 『国立国語研究所資料集 13 全国方言談話データ，
ベース 日本のふるさとことば集成』として 『13-14 第14巻 鳥取・島根・岡山 『13-15， 』，
第15巻 広島・山口 『13-16 第16巻 香川・徳島 『13-17 第17巻 愛媛・高知』を刊』， 』，
行した。



























































研究員：柳澤好昭 島村直己 植木正裕 福永由佳 早田美智子
事務補佐員：篠崎佳子 稲垣陽子






































































































































































































































































































(３) 『ことばビデオ』と『ことばシリーズ （前年度）の内容面での連携及び 『ことばビ』 ，
デオ』と『 ことば」フォーラム （次年度）との連携を企画「 』
方言を題材とした今年度（平成15年度）の『ことばビデオ』の中で，やはり方言を題材

















































































研究員：熊谷康雄 横山詔一 笹原宏之 米田純子
非常勤研究員：エリク・ロング






Booksであるが，これまでは 「とうしょうへい 「うちだひゃっけん 「さとみとん」で検索す， 」 」
ると，それぞれ「〓小平 「内田百〓 「里見〓」とJIS外字がゲタ文字(〓)で表示されていた。」 」
， ， ， 。 ，そこで こういったゲタ文字(〓)の箇所を図1 図2 図3の字体で表示できるようにした また
JIS内字で「葛飾」や「鴎外」と入力しても，図4や図5のJIS外字を表示することができるように
なった。
図1 図2 図3 図4 図5




























































Eric Long, Yokoyama Shoichi, Kumagai Yasuo, Yoneda Junko & Joseph F. Kess(2003 10 )年 月
JiBOOKS: An Image-based Japanese-language Data Retrieval System Changing Japanese Identities「 『」
















































































































































研究員：杉戸清樹 柳澤好昭 植木正裕 米田正人 横山詔一 椙本総子 早田美智子
研究補佐員：井上義勝 池田優子














































































































































研究員：杉戸清樹 柳澤好昭 植木正裕 早田美智子 宇佐美洋 菅井英明
研究補佐員：井上義勝 池田優子
















， ， ， 「 」係者の協力を得て 講演 セミナー 実演による一般公開型の IT活用日本語教育基礎研修











































後援：文部科学省 メディア教育開発センター (財)コンピュータ教育開発センター (社)日
本語教育学会 (社)日本教育工学振興会 日本教育工学会 CIECコンピュータ利用教育
協議会 eJapan協議会 大学日本語教員養成課程連絡協議会 読売新聞社 毎日新聞社












・ 事例報告(計1日半，日本 韓国 中国 台湾 シンガポール)
・ 電子化教材及び海外日本語教育サイト(韓国 中国 台湾 シンガポール タイ アメリ









アドバンスト・メディア(音声) アルカディア(音声) インターレクト(遠隔) インテ
グラル(遠隔) エミットジャパン(遠隔) NEC(テレビ会議) NTTデータ(遠隔 コンテ
ンツ作成) コマツ(遠隔) サウンドシステム(発声発語) サイバーリンク(オーサリン
グ) システムインテグレータ(遠隔) シンプルプロダクツ(遠隔) デジタルナレッジ
(遠隔) 林事務所(教材) 日立ソフトエンジニアリング(オーサリング) フォトロン
(映像配信) 富士通アニモ(音声) 富士通インフォソフトテクノロジ(遠隔) 富士通ラ
ーニングメディア(IT活用学習支援) モリサワ(フォント) 豊無線(情報共有) 韓国時
事日本語社(CD教材) 中国高等教育出版社(CD教材) 台湾大書新局(CD教材) アルク
(遠隔学習) 凡人社(CD教材) 紀伊国屋書店(データベース) 韓国：オープンサイバー
大学(インターネット大学) 釜山外国語大学校(日本文化情報 日本語学習用Webサイ
ト) カトリック大学校(日本文化情報) 北京日本学研究センター(CD教材 コーパス)




招聘者：海外26名(中国4 台湾1 香港1 韓国14 タイ1 ドイツ4 シンガポール1)，国内17

































































































研究員：杉戸清樹 石井恵理子 金田智子 菅井英明 小河原義朗 椙本総子 福永由佳
研究補佐員：成田高広 井上義勝
事務補佐員：舘野有希枝
非常勤研究員：池田玲子 岡部真理子 下平菜穂 富谷玲子
【短期研修】















[研修参加人員] チーム参加 3チーム(10名) 個人参加1名 計11名












第2回 「なぜ授業観察・授業分析か その1」 金田智子(国立国語研究所)



























































「 文法』をどう勉強するか」 (国立国語研究所 井上優)『










































































































































































































































けられており 「日本語教育指導者養成プログラム」(修士課程) 「日本言語文化研究プログラ， ，
ム」(博士課程)からなる。
修士課程では，連携3機関の教員が分担して，言語領域(日本語表現法 日本語学 言語学 社



















修士課程の講義・修了論文等指導担当：山崎誠 三井はるみ 熊谷智子 當眞千賀子
石井恵理子 柳澤好昭 井上優 植木正裕 宇佐
美洋 小河原義朗 金田智子 菅井英明 杉本明
子 椙本総子 福永由佳 横山詔一
博士課程の指導担当：杉戸清樹 金田智子(連携機関の教官と共に指導教官グループを形
成)
ほかに，横山詔一 相澤正夫 山崎誠 前川喜久雄 石井恵理子




























































































































② 地方公共団体 研修会等講師 5件 研究・指導 1件 計依頼 6件：全件派遣
③ 民間団体等 研修会等講師13件 指導・助言 1件 研究会 7件 審査員2件
調査 1件 監修 1件 通訳 1件
計依頼26件：全件派遣















出版社 依頼 9件中 9件対応 小学館等
テレビ局 依頼13件中13件対応 NHK，TBS，テレビ東京，フジテレビ，韓国釜山放送，
テレビ朝日等
ラジオ局 依頼 5件中 5件対応 TOKYO FM NHK
(２) 連載対応 依頼 3件中 3件対応
(内訳)
新聞社 依頼 1件中 1件対応 ・ジャパンタイムズ
国語研の窓 の 暮らしに生きることば 及び コ「 」 「 」 「
ラム」を月1回6回掲載
ラジオ局 依頼 2件中 2件対応 ・NHKラジオ「はなす きく よむ」









(受入期間：H15. 2. 4～H15. 6.12)
滞在研究員 ザトラウスキー・ポリー・エレン：ミネソタ大学言語学科準教授
(受入期間：H15. 2.21～H16. 9. 3)
滞在研究員 韓 有錫：韓国東新大学校副教授 (受入期間：H14.11.28～H16. 2.29)
滞在研究員 皆川泰代：日本学術振興会特別研究員ＰＤ
(受入期間：H13. 4. 1～H16. 3.31)
滞在研究員 鈴木慶子：長崎大学教育学部助教授(受入期間：H15. 5.12～H16. 2.27)
特別研究生 荒木俊子：北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科 博士後期課程大
学院生 (受入期間：H14.10. 1～H15. 9.30)
特別研究生 賈 黎黎：中国北京外国語大学日本学研究センター博士課程大学院生























① 15. 4.23 岩手県盛岡市立厨川中学校 1名
② 15. 5.21 秋田県大館市立矢立中学校 4名
③ 15. 5.27 韓国国際交流財団研究奨学支援チーム担当 1名
④ 15. 5.27 愛知県犬山市立犬山中学校 4名
⑤ 15. 7. 8 埼玉県さいたま市立本太中学校 4名
⑥ 15. 8. 1 文化庁インターンシップ学生 1名
⑦ 15. 9,19 韓国国立国語研究院 3名
⑧ 15. 9.25 中国広東省大学日本語教師代表団 6名
⑨ 15.10.10 東京都文京区立第九中学校 8名
⑩ 15.10.24 中国日本語教師訪日団 11名
⑪ 15.12.10 中国教育部言語応用管理調査団 7名
⑫ 15.12.15 明海大学日本語学科学生 5名




















p.4-5「解説 「刊行物紹介 「 ことば」フォーラムの報告」ほか」 」「
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「日本語情報資料館」システムの改良 「日本語教育支援総合ネットワークシステム 「日本， 」，














































区 分 12年度 13年度 14年度 15年度
獲 得 金 額 14,531 万円 16,280 万円 22,294 万円 24,848 万円
(内訳）
科学研究費補助金 3,070万 円 4,013 万円 5,051 万円 5,402 万円
（件数） 17 件 19 件 21 件 22 件
科学技術振興調整費 11,140 万円 11,597 万円 12,095 万円 11,996 万円





























































































































































































研究種目 研究代表者 研究課題名 ページ
155基盤Ａ１ 島村 直己 児童・生徒の言語能力と言語生活
基盤Ａ２ 石井 恵理子 年少者日本語教育における学習環境と言語習
157得の研究
基盤Ｂ１ 大西 拓一郎 方言における文法形式の成立と変化の過程に
159関する研究






















178萌芽 大西 拓一郎 地理情報システム言語地図の開発





























































岡崎敏雄（筑波大学） 熊谷智子 佐藤郡衛（東京学芸大学） 杉本明子（研究分担者）



































「 」 ，（ ）4. 第1回 母語・継承語教育を考える会 を2003年8月9日に開催し 会場：国立国語研究所
- 158 -
3件の研究発表を行った。















































ONISHI Takuichiro(2003) Proto-Japanese and the question of dialects, Abstract booklet
of the 16 ICHL, ｐ.217th
日高水穂(2004) 「格助詞相当形式コト・トコ類の文法化の地域差 『社会言語科学』7-1，印」，
刷中
沖裕子(2004) 「同時結節のしくみと東京方言談話 『日本語文法 ，印刷中」， 』
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・三井はるみ 「極限のとりたての地理的変異 『日本語のとりたて－現代語と歴史的変化・地， 」，
- 167 -
理的変異－ （くろしお出版 ，p.123-142 （2003.11）』 ） ，
執筆・編集協力
・三井はるみ 『関東の方言 調べてみよう暮らしのことば （ゆまに書房 （2004.04）， 』 ），
口頭発表





































































































































『 』 ， ，日本語話し言葉コーパス のコア部分に格納される自発音声データを対象として 音声信号























K. Maekawa, H. Kikuchi, and W. Tsukahara, Corpus of Spontaneous Japanese: Design,“
Proceedings of International Symposium onAnnotation and XML Representation”,
















































・ 学習者調査は協力校の事情により， 年度末から 年度始めにかけて実施を計画してお15 16










































・ 言語問題の見取り図」の原型版（未完 。「 ）
・相澤正夫「日本における『外来語』の状況 『世界の〈外来語〉の諸相 ―標準化・活性化を目」
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笹原宏之 横山詔一 エリク・ロング『現代日本の異体字 ―漢字環境学序説―』国立国語研究
所プロジェクト選書2（三省堂） 全318頁 2003年11月
＜論文＞
「 」 『 』 〔 〕笹原宏之 日本製漢字の地域分布 韓国日語日文学会 日語日文学研究 46輯 語学・教育篇
p33-47 2003年8月
笹原宏之「地名と漢字」 前田富祺・野村雅昭編『朝倉漢字講座3 現代の漢字』p179-197 200
3年10月




笹原宏之「日本製漢字の展開 ―圦・杁を例に― 『韓国日語日文学会 2003年度国際学術発表」
大会・夏期学術発表大会 発表論文集』p8-12 2003年6月21日
笹原宏之「 圦 「杁」にみる日本製漢字の展開と地域分布」 第18回 ことばフォーラム「外「 」
字対応のヒント ―図書館や電子政府の取り組み―」図書館総合展 東京国際フォーラム 20
03年11月6日
笹原宏之「日中交流史における日本製漢字」第3回日中自然言語処理共同研究促進会議「コンピ
ュータと言葉から見たコミュニケーション ―日中交流の架け橋―」 主催 通信総合研究所
京都府京都市大学のまち交流センター 2003年11月14日
＜その他＞
「柳」について 『国語研の窓 「ことばＱ＆Ａ」 2003年10月』













は， （例： ココノトコ」→「ココントコ ・ （例： オンガクカイ」→「オンガ撥音化 促音化「 」） 「






























K. Maekawa, H. Koiso, H. Kikuchi, and K.Yoneyama. 2003. Use of a large-scale•
Proceedings ospontaneous speech corpus in the study of linguistic variation.
13-16, 2003.f the International Congress of Phonetic Sciences(ICPhS),
前川喜久雄・小磯花絵・菊池英明・間淵洋子・斎藤美紀. 2003. 「 日本語話し言葉• 『
コーパス』に捉えられた言語変異現象 『平成15年度国立国語研究所公開研究発表会予」
稿集』,41-42.

































































































本研究の目的は 「分類語彙表 （国立国語研究所刊）の語彙のうち 「体 （名詞類）の分類， 」 ， 」
における語の分類形式に合わせて韓国語の相当語・句を分類し，日韓比較語彙表（並列シソーラ



















韓有錫(2003) 「並列シソ－ラスと比較語彙研究 『日本語文学』 18，pp.113-132，韓国日本語」
文学会
韓有錫(2004)「日韓並列シソーラスの開発と展望 「日本語学」23巻4号，pp.112-123」，
山崎誠(2004) 「 分類語彙表－増補改訂版－』の分類の特徴について 「日本語文学」20，pp.『 」，
73-86，韓国日本語文学会
（口頭発表）








































































































































































































































































































































































































よる災害を受けた役員に対する福祉事業については 特定独立行政法人の職員の例による (役， 。
員に係る労働者災害補償保険法の適用除外)






























































































































































































附 則 (平成一二年一一月二七日法律第一二五号) 抄
(施行期日)
第一条 この法律は，公布の日から施行する。
附 則 (平成一四年二月八日法律第一号) 抄
(施行期日)
第一条 この法律は，公布の日から施行する。
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































， ，(1) 長期研修 中核的教員を対象に リーダーとなりうる教師を育成することを目的とし
上級研修及び日本語教育研究プロジェクトコースの2種の研修を行う。研修成果は平成16
年に報告する （対象人員約30名 期間1年 平成16年度以降も継続する ）。 。
(2) 短期研修 多様な学習者，新たな学習ニーズに対応できる力を育成することを目的と
し，短期集中型の研修を3地域で行う。研修成果は平成16年度に報告する （対象 人員約。
500名 期間1日～1週間 平成16年度以降も継続する ）。
(3) 遠隔研修 遠隔地の教育機関の教員チームを対象として，インターネット等の情報通
- 233 -



















































































































平成 6年 1月 第１回国際シンポジウム開催






























役 員 所 長 甲斐 睦朗 研 究 員 當眞千賀子
理 事 韮澤 弘志 〃 小磯 花絵
監事(非常勤) 窪川 秀一 日本語教育部門 部 門 長 杉戸 清樹
〃 西原 鈴子 第一領域 領 域 長 石井恵理子
管 理 部 部 長 七五三掛哲郎 主任研究員 井上 優
総 務 課 課 長 田島 正幸 〃 宇佐美 洋
課長補佐 塩田 俊仁 〃 金田 智子
庶務係 係 長 髙山 和男 研 究 員 杉本 明子
係 員 新井田貴之 〃 福永 由佳
（図書）係 員 綱川 博子 〃 小河原義朗
人事係 係 長 権藤智香子 〃 菅井 英明
係 員 小林 一隆 〃 椙本 総子
会 計 課 課 長 佐々木和彦 第二領域 領 域 長 柳澤 好昭
課長補佐 藤崎 敏雄 主任研究員 嶋村 直己
専門職員 佐野 一良 研 究 員 植木 正裕
総務係 係長(併任） 藤崎 敏雄 〃 早田美智子
経理係 係 長 中山 和則 情報資料部門 部 門 長 熊谷 康雄
主 任 齋藤 昌宏 上席研究員 米田 正人
用度係 係 長 坂上 慶一 第一領域 領 域 長 伊藤 雅光
係 員 松岡 幸恵 主任研究員 井上 文子
研究開発部門 部 門 長 相澤 正夫 〃 池田理恵子
上席研究員 吉岡 泰夫 〃 新野 直哉
第一領域 領 域 長 山崎 誠 研 究 員 齋藤 達哉
主任研究員 田中 牧郎 〃 辻野都喜江
〃 笹原 宏之 〃 中山 典子
研 究 員 柏野和佳子 第二領域 領 域 長 横山 詔一
〃 小椋 秀樹 主任研究員 山田 貞雄
〃 山口 昌也 研 究 員 森本 祥子
〃 小沼 悦 〃 小高 京子
第二領域 領 域 長 前川喜久雄 〃 塚田実知代
主任研究員 熊谷 智子 〃 礒部よし子






年 歳 出 予 算 科学研究費補助金
度 人 件 費 事 業 費 合 計 件数 交 付 金 額
千円 千円 千円 件 千円
11 563,824 431,552 995,376 14 20,900
12 558,997 441,311 1,000,308 17 30,700
(1,073,778)
13 612,804 584,056 1,196,860 15 36,760
(1,194,977)
14 617,288 701,898 1,319,186 17 47,860
(1,199,848)




名 称 計第一号館 第二号館 第三号館 第二資料庫
第四号館 附属建物（ ）
構 造 ＳＲＣ ＲＣ ＲＣ ＲＣ ＲＣ
地上５階 地上３階 地上２階 地上１階 地上１階
地下1階
建面積 1,073 966 121 213 106 186 2,665㎡
延面積 5,719 3,015 238 213 106 330 9,621㎡
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